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長岡市栃尾での雁木建設

三条市でのポケットパーク建設（里山の樹木移植）

建築意匠・計画研究室

自然科学系 准教授

棒田　恵  BODA Satoshi https://www.eng.
niigata-u.ac.jp/~boda/

地域と大学の協働による実践的まちづくり
●キーワード● 実践的まちづくり、ものづくり、地域と大学との協働、持続性

　少子高齢化、人口の都市部への集中による地域コミュ
ニティが弱体化し、他者や都市・住環境への信頼性が薄
れる中で安心で安全な暮らしを確保するための身近な
環境における人と人、人と環境の新たな関係を再構築す
る必要が生じています。
　地域と大学の協働によるまちづくりは、地域再生の課
題に向けて地域空間の・機能の再生や創造、環境保存、地
域経済の振興などをテーマに活発に全国各地で行われ
ています。新潟大学工学部建築意匠・計画研究室でのま
ちづくり活動は、計画からものづくり（建設）、維持管理
運営までを住民と協働しながら、実践する活動です。毎
年、一カ所ずつ建設し、ゆっくりとまちを更新していま
す。
　地域と大学の協働による身近な住環境のものづくり
を介した実践的まちづくりを実施し、また、これらの活
動を通して持続的な住環境形成に有効な手法の開発を
目指しています。
　まちづくりを通して、身近な住環境が変化するだけで
はなく、ものづくりを協働して行うため、様々な世代、専
門家、大学が関わり、新たな活動やコミュニティ形成の
機会ともなります。

長岡市栃尾表町における学生・住民の協働による実践的まちづくり 
地域と大学との協働ポケットパークづくりにおける 実践的ものづくり学習の研究
A Project Based Learning through International Collaboration with Students, Inhabitants and Local Professionals

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　これまで、長岡市栃尾と三条市において、雁木やポ
ケットパークなどを建設し、住民、大学、専門家と協
働するまちづくり活動を継続して行ってきました。

・住民、大学、専門家など多様な分野の協働を通し
て、継続的に都市・住環境の改善・更新をするまちづ
くりをおこないたい自治体。

関連する知的財産
論文 等

専門分野 建築計画、建築設計

歴史的建造物公開の実験（南砺市城端での研究成果の展示）

公共空間活用の社会実験（左、燕）、路地調査の様子（右、函館）

都市計画研究室

自然科学系 准教授

松井　大輔  MATSUI Daisuke http://matsui2014.
wixsite.com/
urbandesignlab

歴史的景観の保全を軸とした
まちづくりに関する研究

●キーワード● 景観計画、歴史的町並み、歴史的建築物、地域資源、空き家活用、まちづくり、エリアマネジメント

　近年、景観に対する市民の関心が高まり、景観の実態調
査や保全のための仕組みづくり、自治体に対する景観計
画の提案などを行うNPO組織が増えています。さらに、こ
のような民間の動きを受けて、全国各地の自治体では景観
保全の施策を新設・強化しているところが多くあります。
　本研究室では、歴史的景観の保全という視点から、上
述のNPO組織や行政組織と協働しながら調査・研究を
実施し、これを景観保全の施策やまちづくりに反映して
いくという活動を行なっています。具体的には、歴史的
景観の基礎調査（建造物群や路地空間の調査、都市の成
り立ちの研究など）から、それを活用した景観保全の手
法（景観計画、景観形成基準、登録文化財、建築基準法、ま
ちづくりのプロセス、空き家再生のプロセスなど）につ
いての調査・実践を行なっています。
　人口減少や少子高齢化が進み、地方自治体の衰退が問
題視されるなか、都市空間の量的充実から質的充実へと
目標転換を図り、持続可能で個性のあるまちづくりを行
うことで、新しい競争力をつけていくことを各自治体は
求められています。
　本研究室の研究活動は、景観という側面から、この社
会的課題に寄与できると考えます。

（1）佐藤宏樹・松井大輔（2019）「歴史まちづくりにおける地域遺産調査の活用に関する研究」
日本都市計画学会都市計画論文集、Vol.54-3、pp.953-959

（2）鈴木健斗・松井大輔（2019）「富山県旧砺波郡における登り梁・袖壁付き町家の分布状況及び外観特性」
日本建築学会技術報告集No.60、pp.893-897など

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　歴史的景観を調査し、これを住民、行政職員や
NPO関係者らとワークショップなどを通して共通
認識化し、施策やまちづくり活動へと展開する一連
のプロセスをサポートできます。

・歴史的景観を活かしたまちづくりを進めようとし
ているNPO組織や地方自治体（都市計画部局など）、
これをCSR活動などを通して支援しようとする企業
などとの協働が可能です。

関連する知的財産
論文 等

専門分野 都市計画、都市デザイン、景観計画、都市保全計画

※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp 6-116-10


